
盛岡二高第３回復興交流事業報告 
 

 平成２７年１月１１日（日）、全校への呼びかけで集まった生徒５１名、職員３名で宮古市田老町仮設集会所へ

復興交流に行ってきました。 

 

●沿岸の方々とどのようにして交流したら良いか、どのようにして思いを届けられるか、みんなで考え

準備をしました。 

 

 

陸上部・ソフトテニス部の生徒が仮設住宅で 

暮らす皆さんに披露するハンドベルの練習をしたり    美術部の１年生がご案内のチラシやプレゼントするしおりを作ったり 

 

華道部でメッセージを書いたクッキーや石鹸を作ったり 

  完成！ 

１、２年生が作成したメッセージ入りの千羽鶴を 

生徒会でつなぎ合わせたり            

 

●１１日当日は朝７時２６分に学校を出発し、バスの中で事前研修を行いながら田老町へと向かいました。

 

 
 

              や石鹸 

  

 



 津波の状況を記録したＤＶＤを見たり、宮古北高校で震災を体験した川村事務長さんのお

話を録音したＣＤを聴いたりしました。 

 自分たちがどのような被害に遭った場所へ行き、どのような経験をした人たちと交流しよ

うとしているのか、そのことを思いながら宮古へ向かいました。 

 

●１０時３０分頃から田老町の３カ所の仮設住宅に分かれてそれぞれ交流をしました。 

【樫内集会所】 

     
練習してきたハンドベルや校歌を披露          茶道部のお点前 

 練習の成果は･･･？「喜んでいただけました!!」    手際よく差し上げられるようしっかり準備をしてきました！ 

 

【グリーンピア田老グラウンド集会所】 

     
マンドリン・ギター部の演奏             応援委員の応援披露 

                          二高生の代表として、心を込めて･･･ 

【グリーンピア田老テニスコート談話室】 

  

 

吹奏楽部のハンドベル演奏      仮設住宅を一軒一軒訪問させていただきました    茶道部のお点前 

心に響いてもらえたかな･･･         手作りクッキーや石鹸、しおりをプレゼント！  とても喜んでいただきました 



●交流活動のあと、田老駅１３時３４分発の三陸鉄道（北リアス線）に乗りました。 

海を見渡せる田老駅にて 

 ３年前、震災があったことが信じられないような   

 キラキラと輝く美しい海でした。 

 

●１３時５４分、宮古駅に到着すると、寒い中、宮古北高校の生徒会の皆さんが待っていてくれました。 

二高祭の収益の中から義援金や千羽鶴と共に二高生の思いをお渡ししました。 

 

義援金と千羽鶴贈呈              かりんとうをお土産にいただきました 

      

宮古北高校の皆さんの手作りお土産店マップ 

 

●震災からちょうど３年１０ヶ月…１４時４６分、宮古駅前で宮古北高校の生徒会の皆さんと黙祷を捧げました。 

 

 

●帰りのバスの中、各リーダーからの報告や、一人ひとり今日の感想   

を話しました。全員でそれぞれが今日体験したこと、感じたことを  

共有することができました。全員が「自分たちにもまだまだできる 

ことがある」「また参加したい」という思いを胸にして二高に帰着し  

ました。 

 

一般のお客様との相席 

つかの間の貴重な交流もありました。 

    

 


